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高品質・高収量の麦を目指して 

－ JA 糸島麦作振興研修会を開催 － 

JA糸島麦部会は令和 5年 9月 12日に麦作振興研修会を開催しました。小

麦・大麦で高収量の実績を残した生産者 4名の表彰と新品種の開発動向につい

ての研修会を実施し、部会員 45名が参加しました。普及指導センターは令和 5

年産麦作について生育概況と課題について説明し、排水対策の重要性等を中心

に参加者に啓発しました。 

 近年は気候変動が大きく、生育期間中の降水量が多いと茎数や穂数が確保さ

れずに低収となる年があります。特に 12月中旬の分げつ始期、4月中旬の開花

期、5月下旬の登熟期の降雨が品質や収量に大きく影響するといわれており、

排水対策の重要性を日々の普及活動でも周知しています。 

令和 5年産の糸島の麦に関しては、一部のほ場で出穂期以降の降雨により根

傷みが生じ倒伏や枯れ熟れ症状が発生しましたが、排水対策の徹底を呼びかけ

たこともあり、過去 4番目の収穫量を記録し、6年連続で契約数量を達成する

ことができました。 

福岡普及指導センターは、今後も現地検討会や講習会等を通じて高品質・高

収量の麦生産に向けた支援に取り組んでまいります。 

小麦の調査の様子        生育概況の説明を行う普及指導員 
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